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和文要旨

　感情、注意の対象、健康状態が推察できるなど、顔はコミュニケーションにおいて重要な情報源である。顔に対
して施される化粧は肌質感に影響し、肌質感は健康状態の知覚や魅力に影響する。化粧に対する意識や理想とする
肌イメージは、肌質感の経年変化や影響を受けた流行の違いにより年代によって異なるため、化粧肌に対する認識
の仕方、引いては肌質感に関する心理的な評価構造（肌意識）は年代間で異なると考えられる。このことについ
て検討するために、30 歳から 69 歳の一般女性 41 名に対して 2 種のベースメイク料でメイクを施した自らの顔
について、肌質感と複合的な肌印象に関する 11 項目についての評価とどちらが好みかを問う実験を行った。参加
者にとって好ましいメイクはより透明感があり、明るさと色味が望ましく、肌色がきれいであり若々しいと評価さ
れた。評価項目間の相関と判別分析によって得られた評価項目と好ましさの関係において年代間差が認められた。
30 代で未成熟だった肌意識が 40 代でそれぞれに深化することで多様化し、50 代で成熟し個別の肌質感が分化、
明確化するものの、60 代では理想と現実のギャップを受容することで肌質感とベースメイクの好ましさの関係が
一部希薄になると言う変遷があることが窺えた。
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1.　緒言
　表情から心理状態が、視線から注意の対象が、
肌質感から健康状態が推察できるなど、顔はコミ
ュニケーションにおいて重要な情報源である。視
覚的な肌質感は、光の反射、透過、吸収、散乱に
より変化するが、これらは皮脂分泌量や血行など
健康状態に影響される。視覚的に認識された健康
状態は顔の魅力と相関する [1]-[3] ため、我々は
意識的、無意識的を問わず自他の肌質感に注意を
向けている。
　顔に施す化粧には、自分をどう見せたいかと言
う内発的な要因と、流行や化粧をして参加する場
面など外発的な要因が関与する [4]。前者は価値

観であり、化粧によって自信や積極性が向上する
効果 [5] や、心理的適応性が高まる効果 [6] がある。
後者は言わば自己の演出やマナーであり、若年層
は化粧を自己演出の手段の一つとして捉える一
方、中高年層はマナーとして捉える傾向がある
[6]。
　化粧に対する意識は、化粧の仕方に影響すると
考えられる。ベースメイク料であるファンデーシ
ョンの年代別使用率は 10 代で約 45％、20 代で
約 80％であり、30 代以降も緩やかに上昇し続け、
調査年代の最高であった 60 代で約 85％であっ
た。一方、より華飾性の高いポイントメイク料は、
口紅はファンデーション同様、年代の上昇と共に
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使用率が上昇したが、マスカラ、リップグロス、
アイシャドウの使用率は 20 代がピークであった
[7]。
　ベースメイクには素肌に近い範囲での明るさや
ツヤの付与と、毛穴や色むらを隠蔽する役割があ
る。この 2 つを実現するために、半透明な粉体
と高い反射率の粉体の両方が材料として用いられ
る。前者は光を拡散し明暗の境界をぼかすことで
毛穴や色むらを目立たなくさせ、後者は多くの光
を反射することで肌に明るさと艶を与える [8] だ
けでなく、分光反射特性を設計し反射光における
特定の波長の比率を高める / 低めることで、肌の
色味を演出する [9]-[11]。さらに、近年ではコン
ピュータグラフィックス技術を用いて、真珠が呈
する光学現象を実現する粉体を設計する試みもな
されている [12]。
　透明感の演出も化粧の効果の一つである [13]。
肌における透明感とは実際には半透明感である。
半透明な物質に照射された光は、透過するだけで
なく物質内部で散乱し、入射位置とは異なる位置
から放出される。このような複雑な光学特性を正
確に知覚するには膨大な情報量とそれらに対する
情報処理を要することから、局所的な輝度コント
ラストやハイライトの位置など特定の手がかり
が、瞬時の半透明性知覚を可能にすると考えられ
ている [14]-[17]。このため、ベースメイク料の
光学特性を美しい透明感を呈する肌のそれと合致
させることは難しくとも、色知覚における条件等
色のように、美しい肌の透明感を演出できる粉体
の設計は可能であり、そのような効果を謳う製品
は多数販売されている。ハリ、ツヤ、潤いなどの
肌質感も化粧品における重要なキーワードであ
る。
　化粧が肌質感を向上させる手段であることを鑑
みると、理想の肌イメージの違いも化粧方法の違
いの要因となる。自らを色白と認識しているか色
黒と認識しているかによって、肌質感に関する心
理的評価構造は異なる [18]。年代も要因となり
うる。征矢らによると、10 代後半から 20 代前
半の若年層の肌イメージが透明感を最重要視する
理想追求型であるのに対し、40 代から 60 代の
中高年層のそれは、肌荒れなど肌に関する具体的
な悩みを透明感より重要だと考える現実重視型で
ある。透明感を感じる肌質感についても年代間に
差が認められ、若年層が黄みの均一性と皮膚表面

の皮溝の目立たなさに透明感を感じるのに対し、
中高年層は明るさと赤みの均一性を透明感と評価
する [19]。この違いには、加齢に伴って黄みが
強まり赤みと明度が減少するという肌の変化 [20]
だけでなく、水晶体の分光透過率の変化による青
- 黄方向での色コントラスト感度の低下 [21] や老
眼などの加齢に伴う視覚機能の変化が関連してい
ると考えられる。
　その一方で、若年層と中高年層における透明感
という概念は、肌の色とキメの均一性、潤いの複
合的概念である点で類似していた [19]。同様の
結果は 25 歳から 40 歳の女性に顔画像の一対比
較を行わせた研究でも得られた [22]。この研究
では、透明感は「若々しい」、「肌がきれい」、「な
めらか」などと正の相関を示した。化粧の流行が
時代背景に関連して変化する一方で、少なくとも
言語レベルにおいては、肌の透明感という概念が
10 年程度の間、変容しなかったことが窺える。

2.　目的
　本研究では 30 代から 60 代の女性を対象に、
ベースメイクの評価に関する認知構造を検討し
た。先行研究では 20 代と 40 代の比較が行われ
たが [19]、その他の年代については明らかにさ
れていなかった。そこで、30 代、40 代、50 代、
60 代のそれぞれがベースメイクの肌質感をどの
ように評価し、それらが好ましさとどのように関
係しているかを明らかにし、年代間で比較するこ
とを目的とした。

3.　方法
　実験参加者は日常的に化粧を行う 30 代から
60 代の一般人女性 41 名であった。各年代の参
加者は 50 代を除き 10 名であり、実験の目的を
知る者はいなかった。すべての参加者には報酬が
支払われた。なお、参加の条件として日常的に使
用しているベースメイク料の色号数を指定してい
たため、全参加者の肌色および肌色に対する嗜好
は概ね同じであったと考えられる。
　実験環境は外光の影響を受けないよう窓から遠
い位置に設置し、主たる光源は昼白色の蛍光灯で
あった。室内の壁紙は白色で無地であった。参加
者が着座する椅子と鏡の距離は 60cm であった
が、ベースメイク料塗布時に実験参加者が鏡に接
近することは許容した。
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　評価対象としたのは 2 種のパウダーファンデ
ーション（以降 X と Y とする）であった。どち
らも参加者が日常的に使用しているものではなか
った。X と Y は塗布後の色味と隠蔽性、すなわ
ちカバー力が同等になるように無機顔料粉体を調
合した試作品であったが、使用感を左右する球状
粉体および無機板状粉体の配合比率と種類が異な
っており、X は Y に比べて塗布時の抵抗が少な
かった。同等の色味とカバー力を実現する粉体の
配合比率は多様であるが、設計の異なる X と Y
を比較することで設計方針と使用者の評価の関係
性を把握することも本研究の目的であった。こち
らは学術的な目的ではなく、本研究における学術
的な目的は、自ら施したベースメイクに対する評
価から、評価者の年代ごとに、肌質感に関する心
理的な評価構造を推定しそれらを比較することで
あるため、学術的でない目的とそれに対応する考
察については本論文では割愛した。
　参加者は 1 名ずつ実験室内で実験に関する説
明を受けた後、参加同意書に署名した。署名後に
参加者は、用意したスポンジを用いて鏡を見なが
ら素顔の右半分に X を、左半分に Y を自身で塗
布した。塗布完了後、参加者は前髪を上げた状態
の自分の顔を鏡で見ながら、顔の右半分と左半分、
すなわち X と Y それぞれによるベースメイクに

ついて、表 1 に示す 11 項目について 7 段階で評
定した後、より好ましいベースメイクを回答した。 
　本実験手続きは、実験実施機関において所定の
倫理審査を受け承認された。なお、本研究では参
加者の負担を軽減する必要があったため、少数の
評価項目を独自に選定した。

4.　結果
　40 代を除いたすべての年代で X によるベース
メイクがより好まれたが、評価項目における X
と Y の差は顕著ではなかった（図 1）。したがって、
X と Y によるベースメイクの仕上がりの差異は
存在していたとしても主観的に感知されるレベル
であり、客観的に確認できるほど明確かつ一貫し
たものではなかったと考えられる。
　そこで、各参加者にとって好ましいベースメイ
クに対する評価の平均と、そうでないベースメイ
クに対する評価の平均をそれぞれ算出し、参加者
の年代とベースメイクの好ましさを要因とした 2
要因の分散分析を行った。すべての評価項目にお
いて年代の主効果と、好ましさと年代の交互作用
は 5％水準で有意ではなかった。一方、好ましさ
の主効果はカバー力に関する 3 項目を除いて有
意であった（なめらかな伸び広がり：F（1,37） = 
9.550, p = .004, ηp

2 = .205; 透明感がある：F
（1,37） = 25.326, p < .001, ηp

2 = .406; 白浮き感
がある：F（1,37） = 10.851, p = .002, ηp

2 = 
.227; 付け色の明るさが好ましい：F（1,37） = 
32.885, p < .001, ηp

2 = .471; 付け色の赤みが好
ましい：F（1,37） = 12.299, p = .001, ηp

2 = 
.249; 付け色の黄みが好ましい：F（1,37） = 
14.157, p < .001, ηp

2 = .277; 肌の色がきれいに
見える：F（1,37） = 42.741, p < .001, ηp

2 = 
.536; 若々しく見える：F（1,37） = 44.737, p < 
.001, ηp

2 = .547）。好ましいベースメイクはそう
でないベースメイクと比べて、点数が低い方が良
い評価である「白浮き感がある」では有意に低く、
その他では有意に高かった。これら結果から、カ
バー力以外の評価項目に関して、より高く評価さ
れたベースメイクが好まれたことが確認できた

（図 2）。
　次に、評価項目間の相関係数を年代ごとに算出
した（表 2）。すべての年代において 5％水準で
有意な相関が認められたのは「肌の色がきれいに
見える―若々しく見える」（r = .782 ± .047; 全図 1．2 種のベースメイク料に対する評価

表 1. 評価項目一覧
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年代の平均±標準偏差）、「総合的にカバー力があ
る―シミ・ソバカスに対するカバー力がある」（r 
= .764 ± .115）、「付け色の明るさが好ましい―
肌の色がきれいに見える」（r = .689 ± .118）、「付
け色の明るさが好ましい―若々しく見える」（r = 
.672 ± .132）の 4 対であった。一方、年代間で
相関係数がばらついたのは「付け色の明るさが好
ましい―付け色の黄みが好ましい」（r = .480 ± 
.321）、「付け色の黄みの好み―若々しく見える」

（r = .437 ± .320）、「透明感がある―付け色の黄
みが好ましい」（r = .266 ± .303）などであった。
以下では各年代の特徴を、その年代でのみ相関が
有意となった評価項目対を中心に論じる。
　30 代でのみ相関が有意となったのは「毛穴に
対するカバー力がある―白浮き感がある」（r = 
.570）、「透明感がある―付け色の黄みが好まし
い」（r = .626）の 2 対であった。相関係数が最
大となったのは「透明感がある―肌の色がきれい
に見える」（r = .911）であった。また、相関係
数が有意となった評価項目対の数が 20 と全年代
で最多であった。
　40 代でのみ相関が有意となったのは「透明感
がある―毛穴に対するカバー力がある」（r = 
.489）、「総合的にカバー力がある―付け色の赤
みが好ましい」（r = .582）であった。40 代のみ
相関が有意でなかった評価項目対は、「透明感が
ある―付け色の明るさが好ましい」（r = .188）、

「透明感がある―肌の色がきれいに見える」（r = 
.229）、「透明感がある―若々しく見える」（r = 
.263）であった。「肌の色がきれいに見える―若々
し く 見 え る 」 の 相 関 係 数 が 最 大 で あ り（r = 
.833）、これは全年代で最大であった。相関が有
意となった評価項目対の数は最少の 11 であった。
　50 代でのみ相関が有意となったのは「なめら

かな伸び広がり―肌の色がきれいに見える」（r = 
.456）であった。相関が有意となった評価項目
対は 19 であり、二番目に多かった。「透明感が
ある―肌の色がきれいに見える」（r = .893）の
相関係数が最大であった。
　60 代でのみ相関が有意となったのは「なめら
かな伸び広がり―付け色の明るさが好ましい」（r 
= .455）であり、60 代のみ相関が有意とならな
かったのは「付け色の明るさが好ましい―付け色
の黄みが好ましい」（r = -.064）、「付け色の黄み
が好ましい―肌の色がきれいに見える」（r = 
.097）、「付け色の黄みが好ましい―若々しく見
える」（r = -.101）であった。相関係数が最大と
なったのは「付け色の明るさが好ましい―肌の色
がきれいに見える」（r = .804）であった。相関
が有意となった評価項目対の数 11 は 40 代と並
んで最少であった。

表 2.　評価項目間相関行列

　評価項目の相関から年代によって肌質感の評価
の仕方、項目間の関係性が異なる可能性が示唆さ
れた。以下では、年代ごとに各評価項目とベース
メイクの好ましさの関係について、判別分析を用
いて検討する。評価項目 1 から 6 番を個別の肌
質感に関する項目、7 から 11 番を複合的な肌印
象として、ベースメイクの好ましさを肌質感によ
って説明する判別分析と肌印象によって説明する
判別分析の 2 つを行った。判別成績は leave-one-
out cross validation によって評価した。
　肌質感による判別成績は 30 代で 65.0％、40
代で 50.0％、50 代で 77.3％、60 代で 60.0％で
あったが、判別関数が有意となったのは 50 代の
みであった（p = .027）。一方、肌印象による判

図 2.　ベースメイクの好ましさと評価の関係
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別 成 績 は 30 代 か ら 順 に 80.0 ％、65.0 ％、
72.7％、70.0％であり、40 代を除いて有意な判
別関数が得られた（30 代：p = .041; 40 代：p = 
.142; 50 代：p = .042; 60 代：p = .016）（図 3 上）。 
　次に、判別関数における評価項目の標準化判別
係数を、年代別の判別関数のそれぞれで絶対値が
最大の係数で正規化した上で比較した。肌質感に
よる判別において係数の絶対値が最大となったの
は、30 代と 50 代が「透明感がある」、40 代が「毛
穴に対するカバー力がある」、60 代が「シミ・ソ
バカスに対するカバー力がある」であり、これら
がベースメイクの好ましさに最も影響した評価項
目であったと考えられる。有意な判別関数が得ら
れた 50 代では複数の評価項目が 0.5 以上となっ
たことから、「透明感がある」以外の評価項目も、

「透明感がある」の半分以上の影響力をベースメ
イクの好ましさに対して有していたと考えられる

（図 3 中）。
　肌印象による判別では、「若々しく見える」の
係数が 30 代と 40 代で最大となり、50 代では「付
け色の明るさの好み」、60 代では「肌の色がきれ
いに見える」が最大となった。50 代では係数が
大きな項目が他の年代に比べて少なかった（図 3
下）。

5.　考察
　ベースメイクの好ましさと参加者の年代を要因
とした 2 要因分散分析を行った結果、ベースメ
イクの好ましさと参加者の年代の交互作用はすべ
ての評価項目において有意ではなかった。ベース
メイクの好ましさの主効果はカバー力に関する 3
項目を除いた評価項目で有意となった。参加者が
好ましく感じたベースメイクは、肌の色のきれい
さと若々しさだけでなく、伸び広がりに関する使
用感、透明感と白浮き感といった肌質感、明るさ
と色みの好ましさにおいて高く評価されたことが
明らかになった。一方、参加者の年代の主効果は
有意ではなかったが、評価項目間の相関において
年代ごとの特徴が見られた。
　30 代は有意な相関が全年代で最も多く、他の
年代と比較して評価項目間の関連が強く、肌質感
に関する心理的評価構造（以下「肌意識」と呼ぶ）
が未成熟である可能性が示唆された。「透明感が
ある―肌の色がきれいに見える」の相関は全年代
で最も高く、肌の色のきれいさにおいて透明感を

最も重要だと見なしている年代であると言える。
40 代は有意な相関が全年代で最も少なかった。
このことは、40 代は肌意識において各評価項目
を明確に区別している年代であることと、他の年
代と比べて肌意識の個人差が大きいことを示唆し
ている。また、「肌の色がきれいに見える」と

「若々しく見える」が「透明感がある」と有意に
相関しなかった唯一の年代であった。このこと
は、きれいさ、若々しさにおいて透明感よりも肌
トラブルが少ないことを重要視している [19] 可
能性を示しているが、カバー力に関する 3 項目
と「肌の色がきれいに見える」、「若々しく見える」
との間の相関も有意ではなかった。40 代のみ相

図 3.　判別分析の結果
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関が有意とならなかった評価項目対と、40 代の
み相関が有意となった評価項目対が多かったこと
も 40 代の肌意識の特殊性を示している。50 代
のみ相関が有意となった / ならなかった評価項目
対は少なく、他の年代に対する 50 代の肌意識に
関する明確な特徴は見られなかった。60 代の特
徴として、「付け色の明るさが好ましい」、「肌の
色がきれいに見える」、「若々しく見える」の 3
項目と「付け色の黄みが好ましい」との間に有意
な相関が認められなかったことが挙げられる。 
60 代は加齢に伴う視覚機能の変化 [21] により黄
みの判断そのものが曖昧になっている可能性もあ
るが、黄みに関する諦め、あるいは理想と現実の
ギャップを受容する、言わば達観の境地に達して
おり、これを重視しない可能性も考えられる。
　透明感など個別の肌質感を説明変数とした判別
分析において、有意な判別関数が得られたのは
50 代のみであった。一方、複合的な肌印象を説
明変数とした判別分析では 40 代を除いた年代で
有意な判別関数が得られた。肌印象による判別分
析において、30 代では「若々しく見える」の標
準化正準判別係数が最大となり、「肌の色がきれ
いに見える」が「若々しく見える」に迫る値であ
った他は小さな値であった。50 代では「付け色
の明るさが好ましい」の標準化正準判別係数が最
大となり、「若々しく見える」が次いで大きかっ
たが、「付け色の明るさが好ましい」の 50％程度
であった。60 代では「肌の色がきれいに見える」
が最大となったが、「若々しく見える」とほぼ差
はなかった。これらの結果から、30 代にとって、
若々しく肌の色がきれいであることが好ましいベ
ースメイクの主要件であり、それは同時に透明感
があることが示唆された。 50 代にとって好まし
いベースメイクとは、付け色の明るさが好ましい
若々しく見えるベースメイクであり、それは透明
感がありつつ白浮き感がないベースメイクである
と考えられる。60 代にとって好ましいベースメ
イクとは、若々しく肌の色がきれいに見えるベー
スメイクであり、それはシミ・ソバカスが隠蔽さ
れた透明感のあるベースメイクである可能性が示
唆された。年代とともに好ましいベースメイクに
関する要件、すなわちベースメイクに対する要求
が多くなることが示唆された。
　征矢ら [19] は 40 代、50 代、60 代をまとめ
た結果における特徴をもって「中高年層」の特徴

を記述していたが、本研究で得られた結果は 40
代、50 代、60 代に差異があることを示している。
また、本研究における参加者の肌色および肌色に
対する嗜好は概ね揃っていたと考えられるが、松
木ら [18] が明らかにしたように、自らの肌に対
する認識によって肌意識が異なると考えられるた
め、本研究で明らかになった特徴がその年代のす
べてに共通とは言えない可能性は指摘しておかな
くてはならないだろう。

6.　結論
　本研究では 30 代から 60 代の一般女性にベー
スメイクの質感と複合的な肌印象と好ましさを問
うことで、年代ごとに肌意識を推定し、それらの
年代間差を検討した。好ましいベースメイクはそ
うでないものよりもカバー力以外の評価項目で良
い評価であった。
　すべての評価項目において参加者の年代による
差は有意ではなかったが、評価項目間の相関関係
には年代間差が認められ、中でも 40 代と他年代
との差が大きかった。40 代の特異性については、
今後検討していくべき課題であり、肌状態の多様
性や、メイクとファッションの流行などの肌意識
形成に関わる要因の年代間比較が有効であると考
えている。
　ベースメイクの好ましさと評価項目の関係につ
いて検討するために行った判別分析においても、
年代間差が認められた。標準化正準判別係数が大
きくなる肌質感に関する項目数の変化から、年代
が進むにしたがってベースメイクへの要求が増え
ることが示唆された。 
　判別分析によって各年代において好ましいベー
スメイクが備える肌質感と肌印象を明らかにする
ことができた。これらの関係について明らかにす
ることが今後の課題である。
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英文要旨

Face is one of the important information source in the communication. For example, we can know 
the emotion from the expression, object paid attention to from the gaze, and the state of health from the 
skin condition. The makeup changes the facial skin condition and the skin condition, or shitsukan of the 
skin, influences the perception of the state of health and attractiveness. The concept of skin with makeup 
should vary according to ages or generation because the condition of the skin and the makeup trends that 
women prefer, also vary with the ages. To investigate this notion, we asked 41 women aged 30 to 69 years 
to evaluate 11 aspects of the skin condition and impression of the makeup skin, and choose the preferred 
makeup. Regardless of their age, participants preferred the makeup look that was more transparent, had the 
desirable brightness and color, and made them feel beautiful and youthful. However, age-related differences 
were found in the correlation between the evaluation as well as the relationship between the evaluation of 
the skin condition and impression and the makeup preference. These results suggest that 30s' concept of 
skin underlying the evaluation of makeup relatively inarticulates, diversifies in 40s, matures in 50s. And 
60s accept the gap between the ideal and real of the skin condition, especially the yellowish of the skin. 
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